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令和 3 年 7 月 23 日 

駒澤大学駒澤会  発行 

 
 

駒澤会及び役員をはじめとする会員の皆さまには、日頃より多大

なるご支援とご鞭撻を賜り、厚く御礼を申し上げます。また、一昨年

に端を発した新型コロナウイルス感染症のパンデミックにより社会

的制限が強いられる中、従来の大学教育にも変革が求められており

ます。皆様におかれましても、日常生活への不安や葛藤の中で、日々

お過ごしのことと拝察いたします。 

私は、こうしたコロナ禍の中、本年 4 月から学長を拝命いたしま

した。所信として“デジタルと伝統の融合で新時代の駒澤大学を創

る”を掲げ、皆様からのご信頼にお応えできるよう粉骨砕身努めて参

ります。 

コロナ禍という外的ショックは、一瞬にして世界を一変させまし

た。デジタル化の波は一気に加速し、授業の在り方、部活動の進め方、

入学者選抜の方法、研究のスタイル、事務組織の運営をはじめ、留学

やキャリア教育の進め方に至るまで、大学内のあらゆる場面で新たな対応が迫られています。こ

の不可逆的な外部環境の変化の中で、リモート授業による孤立感・孤独感を抱える学生は大きな

ストレス、不安、不満を抱えている事実も浮き彫りとなりました。さらに、先の見えない現状に焦

りや不安を感じざるをえない状況も広がっています。そうした学生の安全・安心を確保する環境

づくりを第一に考えると同時に、高等教育機関として、学術水準を保ち、更に進化させることが、

21 世紀に新たな価値を創造する大学の使命であると考えております。 

駒澤会は、本学創立 90周年事業の一環として発足されて以来、これまで幾多の困難を乗り越え

られ、今年度 50周年の大きな節目を迎えられます。発足以来、「多くの学生が『駒澤大学で学べて

良かった』と笑顔で過ごすことができるように」との思いが半世紀にわたり受け継がれ、奨学金給

付などの学生支援、開校 130 周年記念棟へのご寄付など、本学の発展と時代を担う人財の輩出の

ため、多大なるご貢献をいただいておりますことに重ねて御礼を申し上げます。 

本学の根幹である仏教のもつ“智慧と慈悲”の精神は、コロナ禍で疲弊した我々の心のまさに

“よりどころ”となります。この長い歴史と伝統の上に、今まさに先端技術を最大限に活かす好機

と捉え、多様性を尊重するハイブリッド型の開かれた教育を構築して参ります。この先、例えどん

なに困難な状況に遭遇しても、「しなやかな、意思」をもって、様々な価値観や広い社会とつなが

り、他者から尊敬され尊重される信頼関係を築いていく人財育成に努めて参ります。坂村真民さ

んの詩の一句より『念ずれば、花開く』のことばを皆様と共有させていただき、これからも貴会を

はじめとするステークホルダの皆様と連携しながら、新時代の駒澤大学を創って参りますので、

今後ともご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。  

 

デジタルと伝統の融合で新時代の 

駒澤大学を創る 学長 各務 洋子 

(駒澤会名誉副会長) 
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令和 3 年度 委員総会書面会議開催報告 
         

令和 3 年 5 月 23 日（土）駒澤大学深沢キャンパスで令和 3 年度委員総会を開催する予定でし

たが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため「書面会議」にて開催する運びとなりました。 

駒澤会会員全員に会議資料を送付し、報告事項及び審議事項に対する皆様方からの返信ハガキ

をまとめた内容について以下のとおりご報告申し上げます。 
 

【報告事項】 

1 令和 2 年度各部活動報告の件（総務部・広報部・厚生部それぞれ報告） 

2 令和 2 年度決算及び基金管理状況の件 

3 会計監査報告の件 

監査 2 名から収支状況は適正である事が報告されました 

以上、第 1～3 号議案は、承認が過半数に達したため了承されました。 
 

【審議事項】 
4 令和 3 年度各部活動計画の件（総務部・広報部・厚生部それぞれ提案） 

5 令和 3 年度予算案の件 

以上、第 4～5 号議案は、承認が過半数に達したため承認されました。 
 
また、事務局報告資料として令和 3 年度駒澤会年間行事予定と、令和 2 年度駒澤会入会者数・

奨学金について資料を添付し、令和 3 年 10 月に駒澤会創立 50 周年を迎える件について周知いた

しました。記念事業の詳細は現段階では未定ですが、皆さまと何らかの形でお祝いできるよう計

画してまいります。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のためやむを得ず書面会議にて開催するに至りましたが、全

国の駒澤会会員から 121 通の返答ハガキをいただきました。あたたかいコメントやご意見、ご提

案など頂戴し、回答にご協力いただき誠にありがとうございました。 

来年度は新型コロナウイルスが終息し、委員総会と懇親会にて駒澤会会員の皆さまにお会いで

きる事を楽しみにしております。 

 

 

駒澤会 新役員のご紹介 
 

今年度、新たに参与にご就任いただきました。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

小林正和 教育後援会 会長      久保伸吾 教育後援会 副会長  
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令和 2 年度 学位授与式（卒業式）の様子 
 

令和 3 年 3 月 23 日（火）と 24 日（水）の 2 日間で、令和 2 年度学位授与式（卒業式）が

執り行われました。感染拡大防止のため、1 日 4 回・2 日間の合計 8 回に分けて開催され、

学生は学生番号で指定された教場や自宅で予め録画した式典映像を観られるようにオンライ

ンで配信し、式典映像の収録には駒澤会から赤堀副会長が出席いたしました。 
 

例年は、構内にブースを設けて駒澤会会員の勧誘を行っておりましたが、今回は保護者の

入構が不可であったため勧誘は中止となりました。会の活動が制限された年でしたが、令和

2 年度は計 52 名もの新規入会者を迎えることができ、大変嬉しく思います。 
 

天気にも恵まれ、駒沢キャンパスが学生の華々しい姿で明るくなり、大学の「毎年恒例」

の光景に感動いたしました。この激動の時を乗り越え卒業を迎えた卒業生の皆さんをたいへ

ん誇りに思います。教場の指定やマスク必須など制限はありましたが、卒業生にとって駒澤

大学でのキャンパスライフ最後の日が、輝かしい記憶として残っていることを願うばかりで

す。 

 

 

令和 3 年度 入学式の様子 
 

令和 3 年 4 月 8 日（木）に令和 2 年度、3 年度入学生合同の入学式式典が執り行われまし

た。新入生を迎え式典を挙行することを検討いたしましたが、健康と安全および感染拡大防

止を最優先に考え、ライブ配信にて式典を執り行い、式典には駒澤会から一戸会長が出席い

たしました。従来の方法での開催は叶いませ

んでしたが、遠方にいらっしゃるご家族の皆

様も一緒に式典をご覧いただけたのではない

でしょうか。  
また、キャンパス内に記念写真撮影スポッ

トとして、新入生の皆さんのご入学をお祝い

するボードなどを複数設置いたしました。新

入生の皆さんにとって、キャンパスライフの

思い出のひとつとなれば幸いです。  
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- 基金管理委員会からのお知らせ - 

基金管理委員会より、前回会報にてご報告した以降の運用状況について、以下のとおりお

知らせ致します。 

運用先 12 月～7 月までの利金 備考 

野村証券 78,759 円 みずほ・三菱 UFJ 社債 

みずほ銀行 34 円 定期預金利息 

世田谷信用金庫 7,649 円 定期預金利息 

合  計 86,442 円  

基金管理委員会 委員長 
 

- 各部入部のお誘い - 

駒澤会会員の皆さまに、駒澤会の運営に携わる各部への入部をお誘いしています。 

 会の運営は、以下の 3 つの部に分かれて活動しています。2～3 ヶ月に 1 度ほどのペースで

会議を行っています。 

 ぜひ一緒に、駒澤会の活動を盛り上げましょう！入部をお待ちしております。 

 希望される場合は、駒澤会事務局・谷国（タニクニ）までご連絡ください。 

TEL：03-3418-9189／FAX：03-3418-9190 

総 務 部 
駒澤会の規程や運営費について検討し、活動がスムーズに行われるよう全体的な

調整をしています。 

広 報 部 
会報誌「駒澤会だより」の発行やＰＲ活動を中心とし、制作経験の有無にかかわら

ず、様々な意見を出し合い和やかに進めています。 

厚 生 部 会員の皆さまが楽しく有意義な時間を過ごせるよう、各種行事を検討しています。 

 

- 入会者ご芳名 - 

駒澤会にご入会いただき誠にありがとうございます。新規会員の皆様のご芳名を掲載させ

ていただきます。今回は令和 2 年 12 月中旬から令和 3 年 6 月末日までの期間にご入会いただ

いた方を掲載します。なお、掲載の同意が確認できなかった方は匿名とさせていただいてお

ります。 

後藤 勇士 様 吉田 めぐみ 様 本間 孝行 様 乗松 泰彦 様 

曽根 保英 様 若林 ますみ 様 浅野 正人 様 王  媛媛 様 

有馬 昌弘 様 柳澤 好昭 様 村尾 岩美 様 竹田 勲生 様 

山口 正和 様 草野 義徳 様 大沼 一久 様 古橋 明尊 様 

深瀬 俊路 様 中田 弘恵 様  他匿名 13 名 

 
 
 

 

厚生部よりお知らせ 

今年度の「秋の研修会」は、新型コロナウイルス感染状況により中止といたします。 
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☆-★-☆-★-☆-★-☆-★  

駒 澤 会 新 規 会 員 募 集 中 
★-☆-★-☆-★-☆-★-☆ 

 
駒澤会では新規会員を随時募集してお

ります。ご友人、お仲間に駒澤大学ご

出身のお子さまがいる方はいらっしゃ

いませんか？ 

縁のある駒澤大学を応援しつつ、 

様々な行事を通して楽しく交流しまし

ょう♪♪ 

 

編 集 後 記  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

【駒澤会ホームページのご案内】 
 

 
 

スマートフォンはこちらからアクセス → 

 

 

 
 
 
 
 

駒澤会だより 第 35 号 
   発行日：令和 3 年 7 月 23 日      〒154-8525 世田谷区駒沢 1－23－1 

   発行者：駒澤大学駒澤会 広報部    TEL：03-3418-9189／FAX：03-3418-9190 

新型コロナの変異ウイルスが世界中に広まり、日本でも感染の第４波は従来型のものから置き換わ

りつつあります。インドではさらに強力な変異株が広まっており大いに懸念される状況になりまし

た。若者の感染率が高くなったことも重大な問題です。学生達に感染が広がらないことを祈ります。 

コロナ禍の下、心の安定を求めて読んだ「南方録」という書物で「食事の珍味を楽しみとするは俗

世のことなり。食は飢えぬ程にて足ることなり。これ仏の教え……茶の湯の本意なり。」と言う千宗易

の言葉に接した時にフト思いました。これまで己の体は己のものと考え時には乱暴に扱ってきたが、

この体は生まれ出て来る時に神仏から借りたもので、生を終える時に返すものかも知れない。であれ

ば大切に使わねば申し訳ないことだと。体の使い方の中でも「暴飲暴食」は慎まねばならぬ筆頭の一

つでしょう。このような考えが浮かぶのも仏法を教育の柱とする駒澤大学に結縁している功徳かもし

れません。感謝です！ 

検索 

相談役 村田 保廣 

駒澤会  

駒澤大学同窓生が 

東京オリンピックに出場します！ 
 

7/25（日） 
自転車女子 

ロードレース（補欠） 
樫
かし

木
き

 祥子
しょうこ

 

7/26（月） 
ボクシング 

男子フライ級 
田中
たなか

 亮
りょう

明
めい

 

8/8（日） 
男子マラソン 中村

なかむら

 匠
しょう

吾
ご

 

男子マラソン（補欠） 大塚
おおつか

 祥
しょう

平
へい

 

テレビの前でご声援をお願いします 


